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「ＳＳＨ課題研究発表会」に向けて準備は大詰め
理数コース２学年は、今年度の４月から毎週火曜日の５・６限とそのほかの時間を使って、自分た

ちの決めたテーマに沿って「課題研究」を行ってきました。その成果を発表する「ＳＳＨ課題研究発

表会」が１２月２１日(土)に行われます。現在、研究成果をまとめたり、発表のポスター・原稿を作

ったりと一生懸命準備をしています。また今年度から、文系の生徒による文化をテーマとした発表も

あります。以下、各グループのテーマと準備の様子を紹介します。

～「課題研究」発表会準備中の生徒の声より～

・電子顕微鏡で取った写真を比較しています。（イネ班）（写真上）

・何度もデータをとっています。時間との闘いです。（レゴ班）（写真中）

・毎日リピートしています。（マグネシウム電池班）（写真下）

・思った通りの結果が出ません。（バイオエタノール班）

・パワーポイントでなかなか思ったとおりにまとめられないです。（コケ班）

・まとめが難しいです。（プラスチック班） ・順調です。（風力発電班、ベルトラン班など）

ＳＳＨ課題研究発表会のご案内

１ 日時 １２月２１日（土） 10 時 00 分から 15 時 40 分まで

生徒口頭発表 10 時 00 分から 12 時 30 分まで、 13 時 20 分から 14 時 30 分まで

ポスターセッション 14 時 40 分から 15 時 40 分まで

２ 会場 新潟ユニゾンプラザ 文系、理系を問わず大勢の生徒の皆さんの来場を待っています。

・「コケの研究」

・「高 CO２に対するイネの気孔応答」（英語による発表）

・「ミツガシワの研究」

・「生分解性プラスチックに関する研究」

・「ベルトランの逆説」

・「光速度の測定」

・「レゴマインドストームによるライントレースロボット作成」

・「風力発電機の製作」

・「International Views on Marriage」（英語による発表）

・「高分子吸水ポリマー」

・「マウス感覚機能へのメントール及びその誘導体の影響」

・「バイオエタノールの生成」

・「マグネシウム電池の研究」（英語による発表）


